
道路法

（占用物件の管理）

第三十九条の八 道路占用者は、国土交通省令で定める基準に従い、道路の占用をしている

工作物、物件又は施設（以下これらを「占用物件」という。）の維持管理をしなければなら

ない。

（占用物件の維持管理に関する措置）

第三十九条の九 道路管理者は、道路占用者が前条の国土交通省令で定める基準に従つて

占用物件の維持管理をしていないと認めるときは、当該道路占用者に対し、その是正のため

必要な措置を講ずべきことを命ずることができる。

（報告及び立入検査）

第七十二条の二 道路管理者は、この法律（次項に規定する規定を除く。）の施行に必要な

限度において、国土交通省令で定めるところにより、この法律若しくはこの法律に基づく命

令の規定による許可等を受けた者に対し、道路管理上必要な報告をさせ、又はその職員に、

当該許可等に係る行為若しくは工事に係る場所若しくは当該許可等を受けた者の事務所そ

の他の事業場に立ち入り、当該許可等に係る行為若しくは工事の状況若しくは工作物、帳簿、

書類その他の物件を検査させることができる。

第百三条 次の各号のいずれかに該当する者は、六月以下の懲役又は三十万円以下の罰金

に処する。

二 第三十九条の九（第九十一条第二項において準用する場合を含む。）の規定による道路

管理者の命令に違反した者

第百六条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

二 第七十二条の二第一項又は第二項の規定に違反して、報告をせず、若しくは虚偽の報告

をし、又はこれらの規定による検査を拒み、若しくは妨げた者

道路法施行規則

（占用物件の維持管理に関する基準）

第四条の五の五法第三十九条の九の国土交通省令で定める基準は、道路占用者が、道路の構

造若しくは交通に支障を及ぼし、又は及ぼすこととなるおそれがないように、適切な時期に、

占用物件の巡視、点検、修繕その他の当該占用物件の適切な維持管理を行うこととする。


